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1
「
今
昔
物
語
集
」
と

「
今
鏡
」
1

高

橋

晶貝

一
、

 
「
今
昔
物
語
集
」
「
（
以
下
「
今
昔
」
と
略
称
す
る
）
巻
十
九
第
十
「
春
宮
蔵

人
宗
正
出
家
語
」
を
五
段
に
わ
け
て
要
約
す
る
と
左
の
よ
う
に
な
る
。
，

 
一
段
…
蔵
入
宗
正
は
春
宮
に
信
頼
さ
れ
て
い
た
。

 
二
段
・
占
ホ
正
の
妻
が
死
ん
だ
の
で
遺
体
を
棺
に
納
め
た
が
、
恋
し
さ
に
た
え

ら
れ
ず
、
棺
の
ふ
た
を
あ
け
た
。
す
る
と
髪
は
落
ち
、
膚
の
色
は
変
り
、
恐
ろ

し
い
様
子
で
あ
っ
た
。

 
三
段
…
道
心
が
起
こ
り
、
多
武
漢
の
甲
賀
聖
人
の
弟
子
に
な
ろ
う
と
思
っ

た
。
家
を
出
よ
う
と
す
る
と
四
歳
に
な
る
女
の
子
が
袖
を
捕
え
て
離
さ
な
い
。

そ
れ
を
な
だ
め
て
寝
か
せ
、
そ
の
ひ
ま
に
抜
け
出
し
た
。

 
四
段
…
増
賀
の
弟
子
に
な
っ
て
修
行
し
て
い
る
と
春
宮
か
ら
和
歌
を
贈
ら
れ

た
。
感
激
し
て
泣
く
と
、
増
賀
は
怒
っ
て
宗
正
を
叱
っ
た
。
宗
正
は
近
く
の
増

坊
に
隠
れ
、
増
賀
の
怒
り
が
静
ま
る
の
を
待
っ
て
戻
っ
た
。

 
五
段
…
そ
の
後
宗
正
は
道
心
止
む
こ
と
な
く
修
行
し
た
。

 
「
今
昔
」
巻
十
九
の
前
半
部
は
出
家
の
原
因
に
な
っ
た
話
を
主
に
し
で
集
め

て
お
り
、
仏
法
部
の
中
で
も
文
学
的
価
値
の
高
い
巻
で
あ
る
。
右
の
話
も
そ
れ

ら
の
一
話
と
し
て
と
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
ゆ
右
の
う
ち
二
段
は
大
江
定
基
の
出

家
話
（
巻
十
九
第
二
）
に
類
話
が
あ
る
こ
と
は
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
他
の
段

は
こ
れ
ま
で
出
典
は
不
二
で
あ
り
、
同
類
話
も
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
た
（
考

証
今
昔
物
語
集
、
日
本
古
典
文
学
大
系
、
日
本
古
典
文
学
全
集
等
）
。
と
こ
ろ

が
こ
の
話
の
類
話
が
わ
り
あ
い
に
読
ま
れ
て
い
る
作
品
中
に
あ
る
。
即
ち
「
今

鏡
」
 
（
「
昔
語
」
第
九
「
真
の
道
」
）
の
中
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
ゆ
「
今
鏡

 
 
 
 
 
む
ね
ま
さ

」
の
少
納
言
統
．
理
の
話
を
段
に
わ
け
て
要
約
す
る
と
左
の
よ
う
に
な
る
。

 
一
段
…
少
納
言
統
理
は
年
頃
出
家
の
気
持
が
あ
っ
た
。
月
明
の
夜
、
山
に
入

り
た
い
と
い
う
意
志
が
起
こ
っ
た
。
妻
に
髪
を
け
ず
る
水
を
用
意
さ
せ
る
と
、

妻
に
も
夫
の
決
意
が
伝
わ
り
、
さ
め
ぐ
と
泣
い
た
。

 
二
段
…
翌
日
、
一
の
人
道
長
に
い
と
ま
乞
い
を
す
る
と
、
道
長
は
数
珠
を
与

え
た
。

 
三
段
…
増
賀
の
も
と
に
行
っ
て
出
家
し
た
が
、
修
行
せ
ず
、
悩
ん
で
い
た
。

増
賀
が
わ
け
を
問
う
と
、
臨
月
に
な
っ
た
女
が
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

増
賀
は
都
に
上
り
、
祈
卜
し
て
子
を
産
ま
せ
、
産
後
の
始
末
ま
で
し
た
。

 
四
段
…
三
条
院
か
ら
歌
を
た
ま
わ
っ
た
。
歌
を
見
て
涙
を
流
す
と
、
増
賀
は

「
東
宮
か
ら
歌
を
も
ら
っ
て
も
仏
に
は
な
れ
な
い
。
」
と
叱
っ
た
。

 
右
の
重
症
の
う
ち
、
「
今
昔
」
一
・
二
・
三
・
五
段
は
「
今
谷
」
に
な
く
、

ハ
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春
宮
の
蔵
人
宗
正
出
家
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話
 
1
「
今
昔
物
語
集
」
と
「
今
鏡
」
ー



麟

「
今
時
」
一
・
二
・
三
段
は
「
今
昔
」
に
な
い
。
ま
た
選
書
間
に
人
物
の
出
入

り
が
あ
る
の
で
両
雪
間
の
話
に
密
接
な
伝
承
関
係
が
あ
る
と
は
い
え
な
い
。
た

だ
し
宗
正
（
ま
た
は
統
理
）
の
出
家
話
と
い
う
こ
と
で
は
共
通
点
が
あ
る
。
特

に
「
今
昔
」
四
段
、
「
今
鏡
」
四
段
（
増
賀
の
弟
子
に
な
っ
て
の
ち
東
宮
か
ら

歌
を
贈
ら
れ
た
の
で
涙
を
流
す
と
、
三
賀
に
叱
ら
れ
た
。
）
は
共
通
点
が
多

く
、
峰
町
（
あ
る
い
は
同
郷
）
と
い
っ
て
よ
い
。
な
お
こ
の
部
分
を
両
書
本
文

を
出
し
て
対
比
す
る
（
「
今
昔
」
は
日
本
古
典
文
学
全
集
「
底
本
は
実
践
女

子
大
学
所
蔵
本
1
、
「
今
鏡
」
は
日
本
古
典
全
書
-
底
本
は
畠
山
本
一
に
よ

る
）
。

 
今
昔
…
（
前
略
）
多
武
ノ
峰
二
行
テ
、
髪
ヲ
切
テ
法
師
ト
成
テ
、
増
賀
聖
ノ

弟
子
ト
シ
テ
慰
二
行
ヒ
テ
有
ケ
ル
間
二
、
春
宮
此
ノ
由
ヲ
聞
シ
食
シ
テ
、
極
メ

テ
三
二
思
シ
食
シ
テ
、
和
歌
ヲ
読
テ
遣
ス
。
入
道
此
ヲ
見
テ
悲
カ
リ
ケ
レ
バ
泣

ケ
ル
ヲ
、
師
ノ
聖
人
三
二
此
ヲ
見
テ
、
「
此
ノ
入
道
ノ
泣
ク
ハ
実
二
道
心
発
タ

ル
也
ケ
リ
」
ト
貴
ク
思
テ
、
「
入
道
ハ
何
事
．
二
三
キ
給
フ
」
ト
問
ケ
レ
バ
、
入

道
、
「
宮
ヨ
リ
御
消
息
ヲ
給
国
幣
タ
レ
バ
、
一
和
綾
二
、
此
ク
成
タ
ル
身
ナ
レ
ド

モ
、
悲
シ
ク
棚
田
侍
ル
也
」
ト
テ
泣
ケ
バ
、
聖
人
目
ヲ
銑
ノ
如
ク
見
成
シ
テ
、

・
「
春
宮
ノ
御
消
息
得
タ
ル
人
ハ
仏
ニ
ヤ
ハ
成
ル
コ
此
ク
思
テ
や
塾
頭
ヲ
バ
剃

シ
。
誰
か
『
成
レ
』
ト
ハ
云
ヒ
シ
ゾ
。
出
給
ヒ
ネ
、
此
ノ
入
道
。
速
ヤ
カ
ニ
春

宮
二
黒
テ
坐
シ
カ
レ
」
ト
糸
半
無
ク
云
テ
追
ケ
レ
バ
、
入
道
和
ラ
出
デ
・
傍
ノ

房
二
行
テ
居
タ
リ
ケ
ル
ヲ
、
聖
人
腹
芸
ニ
ケ
ル
時
ナ
ム
、
入
道
返
リ
行
タ
リ
ケ

ル
。
此
ノ
聖
人
ハ
極
テ
立
チ
腹
ニ
ゾ
有
ケ
ル
。
立
腹
ナ
ル
替
ニ
ハ
疾
ゾ
腹
止
ケ

ル
。
極
ジ
ク
蜜
ク
際
武
ク
ゾ
坐
カ
リ
ケ
ル
。

 
今
鏡
・
．
・
そ
の
言
置
、
三
条
の
院
よ
り
歌
の
御
返
ル
賜
は
れ
り
け
る
、

 
忘
ら
れ
ず
思
ひ
出
で
つ
㌧
山
人
を
し
か
ぞ
恋
し
く
我
も
な
が
む
る

と
侍
り
け
る
に
、
涙
拭
ひ
侍
り
け
れ
ば
、
「
東
宮
よ
り
歌
賜
は
り
た
ら
む
は
、

仏
に
や
は
な
る
べ
き
」
と
、
聖
、
恥
ぢ
し
め
給
ひ
け
る
と
か
や
。
奉
り
た
る
歌

も
、
哀
れ
に
聞
え
侍
り
き
。

 
君
に
人
馴
れ
な
慣
ひ
そ
奥
山
に
入
り
て
の
後
は
わ
び
し
か
り
け
り

と
そ
詠
み
て
奉
り
け
る
。

 
選
書
の
話
を
対
比
す
る
と
、
「
今
春
」
の
方
が
歌
に
対
し
て
興
味
を
持
っ
て

い
る
α
一
方
話
の
迫
力
、
迫
真
性
と
い
う
点
か
ら
み
る
と
「
今
昔
」
の
方
が
上

で
あ
る
コ
ま
た
両
立
間
の
話
に
は
直
接
の
影
響
関
係
も
、
他
の
文
献
を
介
在
さ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ダ

せ
た
影
響
関
係
（
い
わ
ゆ
る
兄
弟
関
係
）
も
な
い
と
見
る
の
が
当
然
と
思
う
。

な
お
「
今
鏡
」
の
話
は
「
発
想
集
」
巻
五
第
七
「
少
納
言
合
理
、
遁
世
の
事
」

の
同
話
に
影
響
を
与
え
た
と
見
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
歌
は
、
「
後
拾
遺
和
歌
集

」．

G
三
に
あ
る
。

二
、

 
と
こ
ろ
で
「
今
昔
」
と
「
今
鏡
」
と
は
内
容
、
本
文
と
も
に
親
近
性
の
高
い

話
は
な
い
が
、
登
場
人
物
が
一
致
す
る
話
や
話
の
骨
組
の
類
似
す
る
話
が
あ

る
。
私
の
調
査
し
得
た
話
を
左
に
掲
げ
る
。
一
な
お
話
の
要
約
、
順
序
と
も
に

「
今
鏡
」
に
従
う
。

 
一
、
「
す
べ
ら
ぎ
の
上
 
第
一
 
星
合
ひ
」
に
中
納
言
源
顕
基
出
家
の
話
を

と
り
上
げ
る
。
即
ち
後
一
条
天
皇
の
お
気
に
入
り
で
あ
っ
た
顕
基
は
、
帝
没
後

皆
喪
に
服
し
て
宮
申
の
灯
火
を
と
も
す
人
も
い
な
い
こ
と
を
聞
い
て
、
悲
し
み

山
に
入
っ
た
。
顕
基
出
家
の
話
は
著
名
な
話
で
あ
っ
て
、
栄
花
物
語
、
袋
草
子

古
事
談
等
諸
書
に
と
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
「
今
昔
」
は
巻
十
九
第
十
六
「
顧

基
中
納
言
出
家
受
学
真
言
」
に
表
題
は
あ
る
が
、
欠
話
で
あ
る
。
「
今
昔
」
の
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表
題
に
よ
る
と
「
今
昔
」
の
話
に
は
真
言
を
学
ぶ
話
が
一
部
に
あ
っ
た
ら
し
い

が
「
四
鏡
」
に
は
こ
の
部
分
は
な
い
。

 
二
、
右
の
顕
基
出
家
話
に
続
け
て
、
顕
基
出
家
の
先
例
と
し
て
僧
正
遍
昭
の

出
家
を
ご
く
簡
単
に
「
花
山
の
僧
正
遍
昭
の
深
草
の
帝
仁
明
の
御
忌
に
御
髪
剃
う

し
給
ひ
け
む
に
も
、
お
く
れ
ぬ
御
心
な
る
べ
し
。
」
と
記
す
。
遍
昭
の
出
家
話

は
「
今
昔
」
巻
十
九
第
一
「
頭
少
将
老
儒
孝
貞
出
家
語
」
に
あ
る
。
「
今
昔
」

の
話
は
詳
細
で
あ
る
。

 
三
、
「
藤
波
の
申
第
五
 
苔
の
衣
」
に
少
将
公
房
が
二
条
天
皇
没
後
出
家

し
た
こ
と
を
記
す
。
'
こ
の
記
事
に
続
け
て
一
・
二
で
と
り
上
げ
た
顕
基
、
遍
昭

の
出
家
を
先
例
と
し
て
次
の
よ
う
に
記
す
。
「
花
山
の
僧
正
遍
昭
の
深
草
仁
明
の

御
嵩
、
蔵
人
の
頭
に
お
は
し
け
る
が
、
夜
昼
馴
れ
仕
う
ま
つ
り
て
、
諒
闇
に
な

り
に
け
れ
ば
、
悲
し
み
に
耐
へ
ず
し
て
、
御
髪
剃
し
給
ひ
て
、
苔
の
衣
乾
き
難

く
、
入
道
中
納
言
顕
基
の
後
一
条
院
の
御
忌
に
、
帝
を
恋
ひ
奉
り
て
、
世
を
背

き
て
、
深
き
山
に
住
み
給
ひ
け
む
に
も
、
お
く
れ
ぬ
哀
れ
さ
に
こ
そ
聞
え
給
ふ

め
れ
。
」

 
四
、
「
藤
波
の
下
 
第
六
 
雁
が
ね
」
に
侍
従
大
納
言
成
通
の
話
と
し
て
次

の
よ
う
な
話
を
掲
載
す
る
。
即
ち
宮
内
卿
滋
藤
の
も
と
に
い
た
女
房
に
毎
晩
身

分
を
か
く
し
て
通
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
邸
の
周
囲
を
侍
達
が
包
囲
し
て
、
出
て

来
た
ら
こ
ら
し
め
よ
う
と
待
ち
伏
せ
て
い
た
。
成
通
は
手
薄
な
築
地
を
簡
単
に

乗
り
越
え
て
出
て
行
き
、
衣
類
を
入
れ
た
袋
を
持
っ
て
戻
っ
て
来
た
。
翌
朝
、

日
が
高
く
昇
っ
て
か
ら
直
衣
を
着
、
指
貫
袴
を
は
い
て
出
て
来
た
。
侍
達
は
始

め
い
や
し
い
侍
か
武
士
か
と
思
っ
て
い
た
の
で
、
こ
の
様
子
を
見
て
逃
げ
ま
ど

っ
た
。
有
丈
も
驚
い
て
現
わ
れ
、
「
ど
の
よ
う
な
償
い
を
し
ま
し
よ
う
か
。
」

と
言
う
と
、
「
女
房
だ
け
い
た
だ
い
て
参
り
ま
し
ょ
う
。
」
と
言
い
、
女
房
を

春
宮
の
蔵
人
宗
正
出
家
の
話
 
1
「
今
昔
物
語
集
」
と
「
四
鏡
」
一

車
に
乗
せ
て
連
れ
て
行
っ
た
。
 
（
な
お
こ
の
話
は
尾
張
徳
川
黎
明
会
所
蔵
本
に

あ
る
）
。

 
人
物
は
異
な
る
が
、
女
房
の
も
と
に
忍
ん
で
通
っ
た
と
こ
ろ
侍
達
が
邸
を
囲

ん
で
こ
ら
し
め
よ
う
と
し
た
話
は
、
橘
季
通
に
ま
つ
わ
る
話
と
し
て
「
今
昔
」

巻
二
十
三
第
十
六
「
駿
河
前
司
橘
季
通
構
逃
語
」
 
（
同
着
は
宇
治
拾
遺
物
語
に

あ
る
Y
に
あ
る
。
類
話
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
五
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
「
今
鏡
」
は
主
に
後
一
条
朝
以
後
の
平
安
時
代
中

後
期
の
記
事
や
話
を
掲
載
す
る
。
一
方
「
今
昔
」
は
同
時
期
の
話
は
少
な
い
。

そ
こ
で
両
書
問
に
共
通
す
る
話
が
少
な
く
、
こ
れ
ま
で
研
究
者
に
よ
っ
て
「
大

縞
」
乏
「
今
昔
」
の
共
通
話
の
問
題
ほ
ど
両
書
間
の
共
通
話
が
問
題
視
さ
れ
な

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
注

か
っ
た
こ
と
も
納
得
で
き
る
。
た
だ
し
「
今
鏡
」
の
「
昔
語
」
に
は
平
安
時
代

前
中
期
の
話
を
採
用
す
る
。
 
「
昔
語
」
と
「
今
昔
」
と
の
両
者
間
に
は
関
連
の

あ
る
話
、
あ
る
い
は
同
一
人
物
の
登
場
す
る
話
が
多
い
が
、
そ
の
理
由
の
一
つ

は
こ
の
点
、
即
ち
両
者
が
採
用
し
て
い
る
話
の
時
期
の
範
囲
が
重
複
し
て
い
る

こ
と
に
あ
ろ
う
。
「
昔
語
 
第
九
」
と
「
今
昔
」
と
の
関
連
話
は
左
の
通
り
で

あ
る
。

 
1
、
「
唐
歌
」
に
次
の
話
を
載
せ
る
。
民
部
卿
斉
信
が
鷹
司
殿
倫
子
の
屏
風

の
詩
を
選
ん
だ
と
こ
ろ
、
日
野
の
三
位
資
業
の
詩
が
多
く
入
っ
た
。
贈
宰
相
義

忠
が
「
糸
と
い
ふ
文
字
、
平
声
に
あ
ら
ず
、
僻
事
な
り
。
」
と
言
っ
て
非
難
す

・
る
と
、
斉
信
は
王
氏
文
集
の
詩
を
例
に
上
げ
て
弁
護
し
た
。
宇
治
太
政
大
臣
頼

通
は
そ
の
こ
と
を
聞
い
て
義
忠
を
勘
当
し
た
。

 
こ
の
話
は
「
江
談
抄
」
巻
五
、
「
今
昔
」
巻
二
十
四
第
二
十
九
「
藤
原
資
業

詩
義
忠
難
語
」
に
同
話
が
あ
る
。
集
書
を
対
比
す
る
と
「
今
鏡
」
と
「
江
談
抄

」
、
 
「
今
昔
」
と
「
江
心
緒
」
の
間
に
親
近
性
が
強
い
。
も
し
自
書
問
に
直
接
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■

の
伝
承
関
係
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
「
今
回
」
「
今
昔
」
の
回
書
が
そ
れ
ぞ
れ
「

江
談
抄
」
か
ら
引
用
し
、
鎖
壌
し
た
形
で
あ
る
。
．

 
2
、
尊
話
に
続
け
て
次
の
話
が
あ
る
。
即
ち
紫
式
部
の
父
邑
智
が
県
召
し
で

淡
路
守
に
な
っ
た
。
為
時
は
不
本
意
の
こ
と
と
し
て
女
房
を
介
し
て
一
条
天
皇

に
詩
を
献
じ
た
。
帝
は
詩
を
見
て
夜
の
御
殿
に
入
っ
て
衣
で
顔
を
覆
っ
た
。
御

堂
道
長
は
そ
の
こ
と
を
聞
き
、
越
前
守
に
き
ま
っ
て
い
た
牛
蝿
を
辞
退
さ
せ
、

代
り
に
為
時
を
任
命
し
た
。

 
こ
の
話
は
「
今
昔
」
巻
二
十
四
第
三
十
「
藤
原
耳
管
作
詩
任
越
前
守
語
」
に

同
話
が
あ
る
が
、
両
者
は
細
部
で
相
違
点
が
あ
る
。
例
え
ば
「
今
鏡
」
で
は
為

時
は
始
め
淡
路
守
に
な
っ
て
い
る
が
、
「
今
昔
」
で
は
欠
員
が
な
か
っ
た
の
で

国
司
に
な
れ
な
か
っ
た
と
す
る
。
な
お
こ
れ
ら
の
点
「
異
界
」
は
「
続
本
朝
往

生
伝
」
「
古
事
談
」
の
方
に
親
近
性
が
あ
る
。

 
3
、
「
昔
語
」
の
中
で
「
真
の
道
」
の
章
は
特
に
「
今
昔
」
と
関
連
す
る
話

が
多
い
。
 
 
 
 
 
 
 
 
・

 
最
初
の
話
は
大
内
記
の
聖
保
胤
の
話
で
あ
る
。
こ
の
話
は
大
き
く
二
段
か
ら

な
る
。
一
段
は
保
胤
が
参
内
の
途
中
、
左
衛
門
の
陣
の
近
く
で
女
が
泣
い
て
い

た
。
主
人
の
使
で
人
か
ら
石
帯
を
借
り
て
帰
る
途
漂
砂
失
し
た
と
の
こ
と
で
あ

っ
た
。
保
胤
は
自
分
が
つ
け
て
い
た
帯
を
貸
し
与
え
た
。
二
段
は
増
生
が
摩
詞

、
止
観
の
一
節
を
読
む
と
感
激
し
て
泣
い
た
。
始
め
増
賀
は
殴
り
つ
け
た
が
、
の

ち
に
は
増
賀
も
涙
を
こ
ぼ
し
た
。

 
保
胤
は
「
今
昔
」
巻
十
九
第
三
「
内
記
慶
滋
ン
保
胤
出
家
語
」
に
登
場
す
，

る
。
た
だ
し
採
用
し
て
，
い
る
話
は
「
今
鏡
」
と
は
別
の
話
で
あ
る
。
な
お
「
発

心
集
」
巻
二
第
三
「
内
記
入
道
智
の
事
」
に
と
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
保
胤
の

話
は
『
今
鏡
」
所
収
話
と
親
近
性
が
強
く
、
「
今
鏡
」
か
ら
の
引
用
と
み
て
さ

し
つ
か
え
な
い
。

 
4
、
右
の
話
に
続
け
て
三
河
の
聖
定
基
の
話
を
掲
載
す
る
。
定
基
の
話
は
三

段
に
わ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
段
は
、
三
河
守
の
時
、
任
国
で
女
が
死
ん

だ
。
遺
体
を
片
づ
け
な
い
で
置
い
て
お
く
と
、
次
第
に
腐
っ
て
行
っ
た
。
そ
の

様
子
を
見
て
発
心
し
て
出
家
し
た
。
都
に
上
っ
て
乞
食
し
て
い
る
と
、
元
の
妻

に
会
っ
た
。
・
妻
は
定
基
を
い
や
し
め
た
が
、
定
基
は
「
あ
な
た
の
お
蔭
で
仏
に

な
れ
ま
す
。
」
と
言
っ
て
喜
ん
だ
。
二
段
は
、
前
記
の
保
胤
や
源
信
僧
都
に
師
・

嬉
し
、
法
華
経
注
釈
書
に
点
を
つ
け
て
読
み
や
す
く
し
た
。
三
段
は
、
入
宋
後

霊
験
を
あ
ら
わ
し
て
大
師
号
を
得
た
。
臨
終
の
時
に
詩
と
歌
を
よ
ん
だ
。

 
右
の
一
段
は
「
今
昔
」
巻
十
九
第
二
「
参
河
守
大
江
定
基
出
家
語
」
に
も
同

様
の
話
が
あ
る
。
た
だ
し
「
今
昔
」
の
話
は
「
宇
治
拾
遺
物
語
」
第
五
十
九
（

巻
四
第
七
）
「
三
川
入
道
遁
世
の
事
」
に
あ
っ
て
、
「
宇
治
拾
遣
」
と
め
方
が

親
近
性
が
強
い
。
「
今
田
」
一
段
の
末
に
「
伝
へ
語
り
侍
る
。
」
と
あ
る
。
こ

の
こ
と
か
ら
考
え
る
と
一
段
の
話
は
著
名
な
話
と
し
て
元
来
人
々
の
話
に
語
ら

れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
一
方
「
翠
煙
」
の
話
は
「
発
心
集
」
巻
二
第
四

「
三
河
聖
人
寂
照
、
入
唐
往
生
の
事
」
の
同
話
に
影
響
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ

る
。
な
お
「
今
昔
」
「
測
串
」
「
発
心
集
」
と
も
に
保
胤
と
定
基
の
話
を
並
べ

て
掲
載
す
る
コ

 
5
、
定
基
の
話
に
続
け
て
、
前
述
し
た
少
納
言
統
理
出
家
の
話
を
掲
載
す

る
。
 
「
今
昔
」
巻
十
九
に
関
連
話
が
あ
る
。

 
6
、
統
理
の
話
に
続
け
て
河
内
守
公
経
の
前
世
話
を
掲
載
す
る
。
即
ち
公
経

が
古
寺
を
修
理
し
よ
う
と
し
て
国
内
を
見
歩
い
て
い
た
。
そ
の
時
あ
る
古
寺
の

仏
の
座
の
下
に
「
沙
門
公
経
」
と
署
名
し
た
一
文
が
あ
っ
た
。
見
る
と
来
世
に

国
守
に
な
っ
て
寺
を
修
理
し
よ
う
と
い
う
願
文
で
あ
っ
た
。
次
話
も
大
外
記
定
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俊
の
前
世
話
を
掲
載
す
る
。

 
こ
の
両
極
の
同
話
は
「
今
昔
」
に
は
な
い
。
た
だ
し
参
考
と
し
て
巻
十
四
第

六
「
越
後
国
々
寺
僧
為
猿
写
法
花
語
ト
を
と
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の

話
は
、
越
後
の
国
寺
の
僧
の
法
華
経
読
諦
を
卜
い
だ
二
匹
の
猿
が
人
間
に
生
ま

れ
変
り
、
国
司
夫
婦
に
な
っ
て
僧
に
再
会
し
 
写
経
を
完
結
し
た
話
で
あ
る
。

こ
の
話
の
直
接
の
出
典
は
「
大
日
本
法
華
経
験
記
」
巻
下
第
＝
一
六
で
あ
る
が

死
後
人
間
に
生
ま
れ
変
っ
て
国
司
に
な
っ
た
点
、
及
び
仏
法
話
で
あ
る
点
両
者

共
通
す
る
。

 
六
、
「
打
澗
第
十
敷
島
の
打
聞
」
に
二
話
、
「
今
昔
」
と
の
関
連
話
が

あ
る
。

・
ユ
、
灯
火
の
焔
に
、
愛
人
の
姿
が
映
っ
て
い
る
の
を
男
が
見
た
。
女
に
飲
ま

せ
よ
う
と
、
燃
え
か
す
を
か
き
落
と
し
て
紙
に
包
ん
で
持
っ
て
い
た
が
、
忙
し

さ
に
ま
ぎ
れ
て
行
け
ず
、
二
日
程
た
っ
て
行
く
と
女
は
す
で
に
死
ん
で
お
り
、

男
に
見
せ
て
ほ
し
い
と
い
っ
て
歌
が
残
さ
れ
て
あ
っ
た
。

 
こ
の
話
は
諸
注
で
指
摘
の
よ
う
に
「
今
昔
」
巻
三
十
一
第
八
「
移
灯
火
二
死

女
語
」
に
あ
る
。
「
今
昔
」
は
男
女
の
名
前
を
藤
原
隆
経
、
女
御
に
仕
え
る
小

中
将
の
君
と
明
記
し
、
焔
に
映
る
影
を
見
る
の
は
男
で
は
な
く
女
房
達
と
し
て

お
り
、
ま
た
描
写
は
「
今
鏡
」
に
比
べ
て
具
体
的
で
こ
ま
か
い
。
こ
れ
ら
の
相

違
点
か
ら
み
て
、
謹
書
の
話
は
同
一
の
話
と
は
い
え
な
い
。
日
本
古
典
文
学
全

集
「
今
昔
物
語
集
」
解
説
で
「
（
両
者
の
話
は
）
同
原
の
も
の
と
は
思
わ
れ
る

が
、
『
今
鏡
』
の
話
は
、
よ
り
伝
説
的
匂
い
が
濃
い
。
」
と
述
べ
て
い
る
が
、

「
今
鏡
」
の
話
の
方
が
素
朴
で
あ
る
。

 
2
、
前
記
の
話
に
続
け
て
次
の
話
を
掲
載
す
る
。
即
ち
、
男
が
し
ば
ら
く
無

沙
汰
を
し
て
い
た
女
の
家
の
前
を
通
っ
て
呼
び
と
め
ら
れ
た
。
中
に
入
る
と
女

春
宮
の
蔵
人
宗
正
出
家
の
話
 
1
「
今
昔
物
語
集
」
と
「
今
鏡
」
一

は
法
華
経
を
読
ん
で
い
た
が
、
七
巻
の
「
即
住
安
楽
世
界
」
と
い
う
所
を
何
度

も
読
む
と
息
が
絶
え
た
。
男
は
悲
し
さ
の
あ
ま
り
し
ば
ら
く
山
里
に
隠
れ
て
い

た
が
、
の
ち
に
出
て
来
て
宮
仕
え
を
続
け
た
。

 
こ
の
話
は
「
今
昔
」
巻
三
十
一
第
七
「
右
少
弁
師
家
朝
臣
値
女
死
語
」
に

あ
る
。
前
壷
と
は
「
今
鏡
」
「
今
昔
」
と
も
に
並
べ
て
掲
載
す
る
。
こ
の
点
両

者
の
話
は
近
い
伝
承
関
係
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
人
名
や
筋
立
て
等
相
違

点
が
多
く
、
書
承
関
野
が
あ
る
と
は
思
え
な
い
。

 
七
、
こ
れ
ま
で
の
諸
先
学
の
研
究
で
は
佐
藤
謙
三
氏
（
「
今
鏡
粗
描
」
国
学

院
雑
誌
 
昭
和
四
十
五
年
十
二
月
、
日
本
文
学
研
究
資
料
叢
書
「
歴
史
物
語
H

」
所
収
）
が
比
較
的
「
今
昔
」
「
宇
治
拾
遺
物
語
」
と
の
関
連
に
つ
い
て
言
及

す
る
。
例
え
ば
「
『
藤
波
の
下
』
は
、
道
長
の
高
松
殿
系
の
子
孫
の
物
語
で
あ

る
。
和
歌
と
芸
能
に
関
す
る
も
の
が
多
く
、
そ
の
点
で
は
「
今
昔
」
の
巻
二
十

四
の
構
成
に
近
い
。
「
後
拾
遺
」
の
歌
に
縁
の
あ
る
点
も
両
者
相
通
じ
て
い

る
。
」
と
述
べ
る
。

 
「
今
鏡
」
と
「
今
昔
」
に
共
通
す
る
構
成
や
関
心
が
あ
る
か
な
い
か
を
探
る

こ
と
も
大
切
で
あ
る
。
共
通
の
関
心
が
あ
る
と
み
ら
れ
る
記
事
や
話
の
中
で
は

例
え
ば
道
長
関
係
の
記
事
、
話
に
つ
い
て
い
う
と
、
両
者
と
も
上
東
門
院
彰
子

と
法
成
寺
関
係
の
記
事
、
話
が
多
い
。
「
今
鏡
」
で
は
「
す
べ
ら
ぎ
の
上
 
第

一
」
の
「
雲
井
」
「
子
の
日
」
で
彰
子
出
家
や
無
量
寿
院
建
立
供
養
の
記
事
を

掲
載
す
る
。
「
今
昔
」
で
は
巻
十
二
第
二
十
二
「
於
法
成
寺
絵
鑑
大
日
供
養
語

」
、
第
二
十
三
「
於
法
成
寺
薬
師
堂
始
例
時
日
、
現
瑞
相
語
」
巻
二
十
四
第
三

十
三
「
公
任
大
納
言
、
読
屏
風
和
歌
語
」
、
第
四
十
一
「
一
条
院
失
給
後
、
上

東
門
院
読
和
歌
語
」
、
巻
二
十
七
第
二
十
八
「
於
京
極
殿
有
詠
古
歌
音
語
」
に

彰
子
と
法
成
寺
関
係
の
話
を
掲
載
す
る
。
彰
子
と
法
成
寺
に
関
心
を
持
つ
の
は
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、

こ
の
両
書
だ
け
で
な
く
、
栄
花
物
語
、
大
鏡
等
他
書
で
も
同
様
な
の
で
時
代
性

と
考
え
る
方
が
よ
い
が
、
一
応
の
参
考
に
は
な
ろ
う
。
一
方
村
上
源
氏
に
対
し

て
は
関
心
の
持
ち
方
が
相
違
す
る
。
「
今
鏡
」
は
「
村
上
の
源
氏
 
第
七
」
で

村
上
源
氏
を
大
き
く
扱
う
。
村
上
源
氏
は
平
安
時
代
後
期
に
伸
張
す
る
。
た

と
え
ば
賢
子
は
白
河
愛
妃
で
堀
川
院
母
に
な
っ
て
お
り
、
白
河
院
政
期
に
は
俊

房
、
顕
房
、
師
忠
、
雅
実
等
が
公
卿
の
座
に
列
す
る
。
と
こ
ろ
が
「
今
昔
」
は

巻
二
十
八
第
二
十
五
「
弾
正
弼
源
指
定
出
閾
被
咲
語
」
の
一
話
だ
け
し
か
村
上

源
氏
の
話
は
な
い
。
村
上
源
氏
に
対
す
る
両
者
の
関
心
の
違
い
は
ど
こ
か
ら
来

た
の
で
あ
ろ
う
か
。
興
味
の
あ
る
問
題
で
あ
る
。
 
（
な
お
こ
の
問
題
は
本
詩
前

号
で
も
指
摘
し
た
）
。

三
、

 
前
述
し
た
よ
う
に
、
「
今
昔
」
と
「
今
鏡
」
と
の
間
に
は
直
接
影
響
関
係
を

 
 
 
 
 
 
注

見
出
せ
る
話
は
な
い
。
も
っ
と
も
近
い
伝
承
関
係
に
あ
る
と
み
ら
れ
る
五
の
一

の
場
合
で
も
、
他
の
文
献
を
介
し
て
の
間
接
的
関
係
（
い
わ
ゆ
る
兄
弟
関
係
）

で
あ
る
（
た
だ
し
こ
の
場
合
も
溶
岩
抄
か
ら
の
影
響
関
係
が
否
定
さ
れ
れ
ば
別

で
あ
る
）
。
他
の
話
の
場
合
は
同
話
と
い
っ
て
も
、
間
接
的
関
係
に
せ
よ
雨
承

関
係
に
あ
る
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。

 
と
こ
ろ
で
本
論
文
で
「
今
昔
」
と
「
今
鏡
」
と
の
共
通
話
の
指
摘
、
そ
れ
ら

の
話
の
親
近
性
や
伝
承
関
係
の
問
題
を
な
ぜ
扱
っ
た
の
か
と
い
う
と
、
こ
れ
ら

の
問
題
を
追
求
す
る
ζ
と
に
よ
っ
て
「
今
昔
」
の
成
立
問
題
に
対
し
て
一
視
点

を
提
供
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
さ
さ
や
か
な
望
み
か
ら
で
あ
る
。
今
日

「
今
昔
」
関
係
の
論
文
の
中
で
大
鏡
と
の
共
通
話
を
と
り
上
げ
た
も
の
は
あ
る

が
（
国
東
文
磨
氏
「
今
昔
物
語
集
成
立
野
」
等
）
、
「
今
鏡
」
と
の
共
通
話
を

対
比
し
、
追
求
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
今
昔
」
の
成
立
問
題
を
考
え
た
論
文
は

ほ
と
ん
ど
な
い
。

 
と
こ
ろ
で
周
知
の
通
り
、
「
今
鏡
」
は
そ
の
序
か
ら
「
避
暑
」
の
内
容
を
書

き
継
ぐ
こ
と
を
意
図
し
て
お
り
、
ま
た
「
栄
花
物
語
」
を
意
識
し
た
箇
所
も
多

い
（
「
平
安
朝
文
学
事
典
」
今
鏡
の
項
、
他
）
。
そ
こ
で
「
大
鏡
」
「
栄
花
物

語
」
等
諸
書
の
影
響
が
あ
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
ま
た
「
定
信
の
君
は
人
に
語

．
ら
れ
け
る
。
」
 
（
藤
波
の
上
 
第
四
 
波
の
上
の
杯
）
、
「
そ
の
入
道
定
信
は

人
に
語
ら
れ
侍
り
け
る
。
」
 
（
藤
波
の
中
第
五
 
水
垣
）
、
「
折
節
い
と
優

し
く
侍
ヴ
け
る
こ
と
か
な
と
こ
そ
伝
へ
認
り
し
か
。
ひ
が
ご
と
に
や
侍
り
け

む
。
人
の
伝
へ
語
り
し
こ
と
は
知
り
難
く
そ
侍
る
。
」
 
（
藤
波
の
中
 
第
五

使
合
）
、
「
…
と
そ
人
の
語
り
侍
り
し
。
」
 
（
御
子
た
ち
 
第
八
 
花
の
あ
る

じ
）
等
の
例
か
ら
、
人
の
語
っ
た
話
を
採
用
し
た
場
合
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

た
だ
し
「
今
昔
」
と
の
関
連
話
が
何
の
資
料
に
よ
っ
た
の
か
、
人
々
に
よ
っ
て

・
語
ら
れ
た
話
を
採
用
し
た
の
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

 
そ
れ
で
は
こ
れ
ら
の
関
連
話
が
ど
の
よ
う
な
人
々
に
よ
っ
て
元
来
伝
へ
、
語

ち
れ
て
い
た
の
か
全
く
明
ら
か
で
は
な
い
の
か
と
い
う
と
、
そ
う
と
も
い
え
な

い
。
こ
こ
で
「
今
鏡
」
の
作
者
が
だ
れ
か
に
つ
い
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
今
日
作
者
と
し
て
寂
超
が
有
力
視
さ
れ
て
い
る
。
寂
超
は
出
家
し
て
大
原

に
入
っ
て
い
る
。
大
原
は
比
叡
山
の
別
所
で
、
良
忍
の
大
原
入
り
以
来
特
に
念

仏
聖
人
達
の
出
入
り
が
盛
ん
に
な
っ
た
（
井
上
光
貞
氏
「
日
本
浄
土
教
成
立
史

の
研
究
」
）
。
日
本
古
典
全
書
「
今
鏡
」
解
説
に
よ
る
と
。
「
今
鏡
」
に
は
天
台

関
係
の
記
事
が
多
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。
叡
山
僧
も
登
場
す
る
が
、
中
で
も
寛

勝
僧
都
は
説
法
の
上
手
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
説
法
の
様
子
に
つ
い
て

「
天
台
大
師
の
経
を
釈
し
給
ふ
に
、
四
つ
の
法
門
に
て
、
始
め
「
如
是
』
よ
り
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経
の
末
ま
で
、
雨
垂
に
釈
し
給
へ
ば
、
そ
の
流
れ
汲
ま
む
人
、
法
を
説
か
む
そ

の
あ
と
を
臓
ふ
ぺ
け
れ
ば
と
て
、
初
め
に
は
、
因
縁
な
ど
い
ひ
て
、
様
々
の
阿

弥
陀
仏
を
説
き
て
、
昔
物
語
説
き
具
し
つ
～
、
『
何
事
も
、
わ
が
心
よ
り
外
の

事
物
や
は
あ
る
。
事
の
心
を
知
ら
ぬ
は
い
と
か
ひ
な
し
、
朝
夕
に
外
の
宝
を
算

㌧
ふ
る
に
な
む
あ
る
べ
き
』
な
ど
説
き
給
ひ
し
を
、
思
ひ
か
け
ず
承
り
し
こ
そ
、

世
々
の
罪
も
滅
び
ぬ
ら
む
か
し
と
覚
え
侍
り
し
か
。
」
 
（
村
上
の
源
氏
第
七

堀
河
の
流
れ
）
と
記
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
，
「
今
旦
」
に
は
天
台
系

の
僧
侶
に
よ
っ
て
語
ら
れ
た
話
、
伝
え
ら
れ
た
話
、
あ
る
い
は
書
か
れ
た
資
料

に
よ
っ
た
も
の
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
 
「
今
昔
」
と
の
関
連
話
の
う
ち
特

に
「
昔
語
 
第
九
 
真
の
道
」
掲
載
話
の
場
合
は
、
五
話
の
う
ち
三
話
の
人
物

が
「
今
昔
」
巻
十
九
に
登
場
す
ち
。
三
話
の
う
ち
前
記
五
の
3
で
と
り
上
げ
た

保
胤
の
話
は
「
今
昔
」
巻
十
九
第
三
に
採
用
す
る
。
 
「
今
昔
」
の
話
は
前
述
の

よ
う
に
「
今
鏡
」
に
は
な
い
。
と
こ
ろ
で
「
今
昔
」
の
話
を
便
宜
上
段
に
わ
け

る
と
、
α
、
紙
冠
を
し
て
被
を
し
て
い
た
法
師
陰
陽
師
の
紙
冠
を
破
り
捨
て
た

話
、
〃
、
六
条
院
に
行
く
途
中
、
乗
っ
た
馬
の
尻
を
手
綱
取
り
の
男
が
打
つ
と

 
「
前
世
の
父
母
を
な
ぜ
打
つ
の
か
」
と
言
っ
て
怒
っ
た
話
、
4
1
、
道
の
側
の
卒

塔
婆
を
見
る
た
び
に
馬
か
ら
下
り
て
礼
拝
し
た
、
o
、
犬
に
餌
を
や
る
と
他
の

犬
が
来
て
け
ん
か
を
始
め
た
の
で
、
驚
い
て
板
敷
に
上
っ
た
話
で
あ
る
。
σ
は

 
「
宇
治
拾
遺
物
語
」
第
一
四
〇
（
巻
十
二
第
四
）
、
4
は
「
発
心
集
」
巻
芯
第

三
、
o
は
「
撰
集
抄
」
巻
五
第
三
（
三
十
六
）
に
そ
れ
ぞ
れ
同
声
が
あ
る
。
こ

の
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
o
、
〃
（
〃
）
、
o
の
各
三
段
は
、
日
本
古
典
文
学

全
集
「
今
昔
物
語
集
」
解
説
の
通
り
、
元
来
別
々
に
伝
え
ら
れ
て
い
た
か
、
あ

る
い
は
書
き
と
め
ら
れ
た
資
料
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
次
に
五
の
4
で
と
り

上
げ
た
大
江
定
基
の
話
は
「
今
昔
」
巻
十
九
第
二
に
あ
る
。
、
「
今
昔
」
の
話
は

春
宮
の
蔵
人
宗
正
出
家
の
話
 
1
「
今
昔
物
語
集
」
と
「
今
鏡
」
1

α
、
三
河
守
と
し
て
任
国
に
い
た
時
、
愛
人
に
死
な
れ
て
発
心
し
た
軌
次
に
生

き
た
鮭
を
料
理
す
る
の
を
見
て
都
に
上
り
出
家
し
た
。
8
、
乞
食
し
て
い
た
時

元
の
妻
に
会
っ
て
は
ず
か
し
め
ら
れ
た
が
、
定
基
は
か
え
っ
て
喜
ん
だ
。
o
、

入
宋
の
前
に
子
を
比
叡
山
に
た
ず
ね
た
。
4
、
入
宋
し
、
帝
の
前
で
鉢
を
飛
ば

し
で
僧
供
を
得
た
。
6
、
入
浴
し
て
い
る
と
、
で
き
物
の
あ
る
女
が
入
っ
て
来

た
。
女
は
文
殊
で
あ
っ
た
。
こ
の
諸
段
の
う
ち
σ
、
4
は
「
今
鏡
」
に
同
話
が

あ
る
が
、
「
今
昔
」
は
「
宇
治
拾
遺
物
語
」
第
五
十
九
（
巻
四
第
七
）
と
の
方

が
親
近
性
が
強
い
。
4
は
「
宇
治
拾
遺
物
語
」
第
一
七
二
（
巻
十
三
第
十
二
）

に
同
話
が
あ
る
。
o
、
4
は
出
典
、
同
話
と
も
に
不
明
で
あ
る
。
五
の
5
の
宗

正
の
話
に
つ
い
て
は
前
述
し
た
。

 
以
上
の
こ
と
か
ら
、
三
話
と
も
に
「
今
昔
」
「
今
鏡
」
の
双
方
は
同
一
の
文

献
、
ま
た
は
同
一
の
伝
章
源
か
ら
と
っ
た
形
跡
は
な
い
。
た
だ
し
保
胤
の
話
の

場
合
、
三
段
の
話
と
も
に
別
々
の
資
料
、
あ
る
い
は
伝
承
源
に
よ
っ
た
も
よ
う

で
あ
る
。
ま
た
定
基
の
話
も
α
、
〃
、
4
各
段
は
「
宇
治
拾
遺
物
語
」
に
同
話

が
あ
る
が
、
他
の
段
の
聖
駕
は
不
明
で
あ
る
。
特
に
。
は
定
基
が
比
叡
山
に
登

っ
て
子
と
別
れ
る
話
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
「
今
昔
」
の

話
の
あ
る
も
の
は
、
「
今
鏡
」
と
同
一
の
伝
承
源
に
よ
ら
な
か
っ
た
に
せ
よ
、

天
台
系
の
僧
侶
に
よ
っ
て
元
来
伝
え
ら
れ
、
あ
る
い
は
書
き
と
め
ら
れ
て
い
た

も
の
が
あ
り
、
そ
れ
を
資
料
に
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
し
か
も
三
話
の

主
人
公
と
も
に
天
台
に
関
係
の
あ
る
聖
人
達
で
あ
る
。

 
本
論
文
で
私
が
最
後
に
述
べ
た
い
こ
と
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
即
ち
、
「
今

昔
」
の
撰
者
が
ど
の
よ
う
な
人
（
俗
人
か
僧
か
、
天
台
系
か
他
系
）
で
あ
る
か

は
わ
か
ら
な
い
し
、
「
今
鏡
」
と
対
比
す
る
と
両
者
間
に
関
心
の
違
う
点
も
あ
、

る
。
た
だ
し
「
今
回
」
と
の
伺
類
話
を
対
比
し
、
「
今
節
」
の
作
者
を
参
考
に
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、

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
，
「
今
昔
」
の
話
が
天
台
系
の
人
々
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ

あ
る
い
は
そ
れ
ら
の
話
を
書
き
と
め
た
資
料
が
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
を
素
材
の
一

つ
と
し
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
「
今
鏡
」
と
の
同
類
話
の

中
に
伝
承
源
の
明
ら
か
で
な
い
話
が
あ
る
の
で
、
「
今
昔
」
の
撰
者
が
話
の
素

材
を
天
台
系
の
伝
承
源
だ
け
に
求
め
た
と
限
定
で
き
な
い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
で
あ
る
。

㌔

 
「
注
」
 
以
前
「
学
生
社
」
主
催
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
、
益
田
勝
実
氏
が
・

「
今
昔
」
は
「
四
鏡
」
か
ら
直
接
の
影
響
を
受
け
て
い
な
い
と
述
べ
ら
れ
た
ζ

と
が
あ
っ
た
。
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